
 
 

こ
の
夏
、
連
日
の

猛
暑
が
続
い
て

い
る
。
記
録
的
な

暑
さ
で
、
高
知
県

の
四
万
十
市
で

   （１） 

 

 

申
し
立
て
る
な
ど
精
力
的
に
運
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

 
今
年
７
月
３
０
日
、
札
幌
地
裁

の
判
決
は
「
雇
止
め
回
避
の
た
め

の
努
力
を
十
分
に
尽
く
さ
な
か
っ

た
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
に
合
理

的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上

相
当
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い

か
ら
、
許
さ
れ
な
い
」
と
会
社
の

姿
勢
を
断
罪
し
ま
し
た
。
ま
た
、

判
決
は
「
時
間
短
縮
に
応
じ
な
か

っ
た
者
か
ら
雇
止
め
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
一
般
的
方
針
を
説
明
し

て
い
な
い
」
、
「
応
じ
な
い
場
合
の

一
般
的
な
リ
ス
ク
を
き
ち
ん
と
認

識
さ
せ
た
上
で
、
意
志
決
定
の
機

会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
、

「
雇
止
め
に
よ
り
、
労
働
者
が
生

活
の
糧
を
失
う
と
い
う
重
大
な
結

果
が
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被

告
（
会
社
）
に
は
き
め
細
か
い
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
」
と
〝
雇
止
め

あ
り
き
〟
の
会
社
の
姿
勢
を
追
及

し
、
説
明
責
任
の
重
要
性
に
着
目

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

高
松
高
裁
の
勝
利
判
決
は
、
今

年
２
月
２
６
日
高
知
地
裁
の
「
雇

止
め
無
効
」
判
決
に
対
し
て
、
会

社
側
が
控
訴
し
て
い
た
も
の
で
す

が
、
「
原
判
決
（
高
知
地
裁
判
決
）

は
相
当
で
あ
り
、
本
件
控
訴
は
理

由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す

る
」
と
し
ま
し
た
。
判
決
は
、
地

裁
判
決
を
多
く
の
部
分
で
引
用
し

「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
の

み
か
ら
の
雇
止
め
」
は
「
性
急
か

つ
不
相
当
な
処
分
」
と
判
断
し
、

「
担
当
区
域
は
山
間
部
を
多
く
含

み
、
路
面
に
は
積
雪
や
凍
結
が
あ

っ
た
た
め
、
」
な
ど
を
付
加
し
、
丁

寧
に
処
分
の
不
当
性
を
追
及
し
て

苫
小
牧
支
部
の
佐
々
木
さ
ん
は
、

２
０
１
１
年
全
国
的
に
行
わ
れ
た

「
６
５
歳
雇
止
め
」
と
同
時
に
「
経

営
改
善
の
必
要
上
、
人
件
費
削
減
の

た
め
に
」
同
年
９
月
３
０
日
に
雇
止

め
さ
れ
ま
し
た
。
苫
小
牧
支
店
は
、

佐
々
木
さ
ん
の
所
属
す
る
郵
便
課

通
常
係
２
３
名
の
内
３
名
程
度
の

削
減
が
必
要
と
し
て
、
希
望
退
職
者

を
募
集
し
、
同
時
に
労
働
時
間
短
縮

も
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
希
望

退
職
者
は
ナ
シ
、
労
働
時
間
短
縮
は

３
名
が
合
意
し
た
だ
け
で
、
３
名
が

雇
止
め
と
な
り
ま
し
た
。 

 

苫
小
牧
支
部
は
要
求
書
の
提
出
、

団
交
要
求
な
ど
当
初
か
ら
組
合
員

と
と
も
に
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
会
社

の
団
交
拒
否
の
中
で
、
裁
判
闘
争
を

決
定
し
、
さ
ら
に
団
交
拒
否
に
対
し

て
は
不
当
労
働
行
為
と
し
て
北
海

道
地
方
労
働
委
員
会
（
道
労
委
）
に
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は
過
去
最
高
の
４
１
．
０
度
が

観
測
さ
れ
た
。
都
心
で
も
３
５

度
以
上
の
日
が
連
日
つ
づ
き
、

８
月
中
旬
に
は
東
京
や
大
阪
で

７
０
０
０
人
以
上
が
熱
中
症
で

病
院
に
搬
送
さ
れ
、
そ
の
内
２

１
人
の
方
が
亡
く
な
っ
た
（
８

月
２
１
日
現
在
）
▼
昨
年
よ
り

も
い
っ
そ
う
、
地
球
温
暖
化
が

進
ん
で
い
る
の
を
強
く
感
じ

る
。
夜
も
ク
ー
ラ
ー
を
か
け
続

け
な
い
と
、
寝
汗
で
布
団
が
ぐ

っ
し
ょ
り
だ
▼
日
中
バ
イ
ク
や

自
転
車
等
で
炎
天
下
の
中
を
配

達
し
て
い
る
私
た
ち
も
、
水
分

補
給
な
ど
熱
中
症
対
策
を
し
っ

か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
す
ぐ

に
暑
さ
で
バ
テ
て
し
ま
う
。
７

月
の
暑
い
日
に
、
都
内
の
郵
便

局
で
は
「
冷
房
運
転
期
間
で
な

い
」
こ
と
を
理
由
に
冷
房
運
転

せ
ず
、
熱
中
症
で
倒
れ
た
と
の

報
告
も
聞
い
た
▼
気
象
情
報
で

は
連
日
熱
中
症
に
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
る
が
、
郵
便
局
で
は

な
ん
ら
対
策
は
な
い
。
水
を
買

う
に
も
お
金
が
か
か
る
。
た
ま

に
は
、
局
側
か
ら
水
の
配
給
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
、
配
達
先
で
思
う
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。 

（
タ
カ
オ
） 

  

昨
年
９
月
、
最
高
裁
で
「
雇
止
め
無
効
」
が
確
定
し
勝
利
し
た
岡

山
支
部
の
萩
原
さ
ん
に
続
き
、
７
月
３
０
日
札
幌
地
裁
で
苫
小
牧
支

部
の
佐
々
木
さ
ん
が
「
雇
止
め
無
効
、
地
位
確
認
」
の
勝
利
判
決
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
四
国
の
高
知
伊
野
局
で
は
、
高
松
高
裁

で
７
月
１
８
日
「
雇
止
め
無
効
」
の
勝
利
判
決
が
あ
り
、
会
社
が
上

告
を
断
念
し
て
、
職
場
復
帰
が
確
定
し
ま
し
た
。 

 

い
ま
す
。
ま
た
、
「
郵
政
省
非
常

勤
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、・
・
・

約
１
３
年
間
に
亘
り
・
・
・
雇
用

期
間
が
事
実
上
更
新
さ
れ
、・
・
・

同
様
の
業
務
に
従
事
し
て
き
た

こ
と
を
考
慮
す
る
」
と
岡
山
支
部

萩
原
裁
判
と
同
様
に
期
間
雇
用

社
員
の
継
続
雇
用
が
正
当
に
評

価
さ
れ
判
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

会
社
は
８
月
１
日
、
最
高
裁
へ
の

上
告
を
断
念
し
勝
利
判
決
が
確

定
し
、
当
該
の
Ｋ
さ
ん
の
職
場
復

帰
が
確
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
裁
判
の
当
該
Ｋ
さ
ん
は

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
合
が
全

面
的
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。 

  

か
つ
て
の
「
任
用
制
度
」
下
で

ほ
ぼ
全
敗
で
あ
っ
た
郵
政
非
正

規
雇
止
め
裁
判
の
歴
史
に
今
終

止
符
が
打
た
れ
、
理
不
尽
な
雇
止

め
に
対
し
て
確
実
に
勝
利
の
展

望
が
開
け
て
き
ま
し
た
。 

 

１
０
月
の
契
約
更
新
を
控
え
、

新
た
な
雇
止
め
の
動
き
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
神
奈
川
の
あ
る
局

で
は
４
月
か
ら
の
「
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」

の
実
施
を
理
由
に
組
立
て
ゆ
う

メ
イ
ト
全
員
に
雇
止
め
予
告
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
職
場
実

態
を
無
視
し
た
理
不
尽
な
雇
止

め
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
会
社
の
横
暴
を
許

さ
ず
、
雇
止
め
、
パ
ワ
ハ
ラ
攻
撃

に
断
固
反
撃
し
て
い
こ
う
。 
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問
題
に
し
な
が
ら
、
非
正
規
労
働

者
の
た
め
の
改
善
策
は
何
ひ
と

つ
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

時
給
制
社
員
減
ら
ず 

正
社
員
を
（
新
）
一
般
職
へ 

今
、
職
場
で
話
題
と
な
っ
て
い
る

「
新
人
事
・
給
与
制
度
改
革
」
で

提
案
さ
れ
て
い
る
（
新
）
一
般 

家
庭
状
況
を
無
視
し
た
乱
暴

な
配
転
や
た
だ
働
き
、
長
時
間

労
働
は
裁
判
で
も
問
題
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
今
、
必
要
な
の

は
介
護
や
育
児
な
ど
労
働
条
件

を
改
善
し
正
社
員
の
ま
ま
で
働

け
る
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
正
社

員
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

  

安
倍
政
権
は
、
成
長
戦
略
の
一

環
と
し
て
、
す
べ
て
の
働
く
人
の

生
活
を
変
え
る
雇
用
の
大
改
悪

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
派
遣
労
働

が
、
臨
時
的
・
一
時
的
な
業
務
で

あ
る
と
の
制
限
を
撤
廃
し
、
労
働

者
派
遣
は
事
実
上
の
自
由
化
と

な
り
ま
す
。
反
対
運
動
で
過
去
に

見
送
ら
れ
た
解
雇
の
金
銭
解
決

制
度
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
（
残
業
代
ゼ
ロ
法

案
）
も
企
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
日
本
の
「
正
社
員
」
は
、

①
無
期
雇
用
、
②
フ
ル
タ
イ
ム
、

③
直
接
雇
用
と
い
っ
た
特
徴
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
職
務
や
勤
務

地
、
労
働
時
間
が
限
定
さ
れ
て
い

な
い
「
無
限
定
」
社
員
と
な
っ
て

い
る
か
ら
、
職
務
や
勤
務
地
、
労

働
時
間
、
残
業
な
ど
を
限
定
し
た

「
限
定
正
社
員
」
制
度
の
導
入
を

狙
っ
て
い
ま
す
。 

「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
」
な

ど
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と

ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
地
や

職
務
が
無
く
な
れ
ば
解
雇
と
な

り
ま
す
。
職
務
や
勤
務
地
等
を
限

定
す
る
代
わ
り
に
、
賃
金
や
処
遇

を
引
き
下
げ
社
員
の
格
差
を
広

げ
ま
す
。
こ
れ
で
は
「
名
ば
か
り

正
社
員
」
で
す
。 

「
限
定
正
社
員
」
と
し
て
賃
金

な
ど
処
遇
の
引
き
下
げ
や
格
差

を
受
け
入
れ
る
か
の
選
択
が
政

府
公
認
で
強
制
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

政
府
の
「
雇
用
改
革
」
は
、
日
本

の
長
時
間
過
密
労
働
の
解
消
な

ど
労
働
条
件
改
善
策
を
放
棄
し
、

正
規
と
非
正
規
の
「
二
極
化
」
を 

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

９
月
１
日 

 

さ
よ
な
ら
原
発
講
演
会 

９
月
６
日 

 

公
務
部
会
総
会 

９
月
７
日
・
８
日 

 

東
京
全
労
協
・
「
松
代
大
本

営
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

９
月
１
１
日 

 

冨
田
裁
判 

９
月
１
２
日 

 

Ｊ
Ａ
Ｌ
客
乗
裁
判 

９
月
１
４
日 

 

全
国
地
本
交
渉
・
組
織
担
当

者
会
議 

９
月
１
９
日 

 

第
１
回
支
部
長
会
議 

 

再
稼
動
反
対
！
さ
よ
な
ら
原

発
集
会 

９
月
２
３
日 

 

東
京
地
評
大
会 

９
月
２
５
日 

 

東
京
地
評
・
争
議
支
援
総
行

動 

東
京
総
行
動 

 

職
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。 地

域
基
幹
職
は
、
業

務
全
般
に
従
事
し
、
役

職
登
用
や
転
居
を
伴
う

転
勤
が
あ
る
の
に
対

し
、
（
新
）
一
般
職
は
、

標
準
的
業
務
に
従
事

し
、
役
職
登
用
及
び
転

居
を
伴
う
転
勤
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

正
社
員
化
が
後
退
す

る
中
、
無
期
雇
用
と
な

り
、
年
収
も
４
０
０
万

円
台
半
ば
で
頭
打
ち
と

は
い
え
、
退
職
金
も
あ

り
雇
用
も
安
定
し
て
よ

い
制
度
で
あ
り
「
正
社

員
に
な
れ
る
の
で
あ
れ

ば
」
と
歓
迎
す
る
声
も

あ
り
ま
す
。 

現
行
の
時
給
制
社
員

が
簡
単
に
（
新
）
一
般

職
に
移
行
さ
れ
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
行

通
り
登
用
試
験
も
あ

り
、
下
記
の
票
の
と
お

り
、
時
給
制
契
約
社
員
の
割
合
は

将
来
も
そ
ん
な
に
変
わ
り
ま
せ

ん
。
統
廃
合
で
な
く
な
る
郵
便
局

で
働
く
（
新
）
一
般
職
は
異
動
が

な
い
た
め
雇
用
が
継
続
さ
れ
る

か
も
心
配
さ
れ
ま
す
。 

非
正
規
社
員
は
減
ら
ず
、
正
社

員
を
徐
々
に
（
新
）
一
般
職
へ
と

置
き
換
え
る
の
で
は
と
心
配
さ

れ
ま
す
。 

 

 

 

今回のボランティアは、参加者に「またいか

なければ」という気持ちにさせた３日間になり

ました。１０月９日に行った反省会では「いっ

てよかった。人が困ったときに支援することの

大切さを感じた」「大変な生活を強いられている

のにがんばっていることに勇気づけられた」と

いう意見と共に、「一年半以上過ぎるとボランテ

ィアの参加者が少なくなっているということだ

から、また企画していくべきだ」「被災者の中に

は福島を忘れ去られることを心配している人も

いる。職場の人に伝えていくことも必要だと思

う。さっそく郵政産業ユニオンの組合掲示板に

写真を貼っていきたい」という意見もあがりま

した。 

次回のボラン 

ティアは現地と 

相談しながら決 

めていこうと考 

えています。 

―おわり― 

 

(177.200 人 )Ｈ25年 4月 正社員 95.700人 54%  非正規 81.500人 46% 

 



 


